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2023年11月～2025年2月 1年3か月で合計2回のライセンス見直し
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2023年11月22日 Broadcom社がVMwareを買収したことを起因としたVMwareライセンスの見直しの結果、
お客様はコストアップの影響を受けることになりました。

また、この見直しは複数回にわたって実施されており、2025年2月からStandard Editionの購入困難となりました。（実質不可）
VMwareを利用する場合、上位のvSphere Foundationを選択する必要があり、さらに大きなコストアップの影響が懸念されます。

お客様の影響度
これから今まで

これからご検討されるお客様VMwareをご使用中

最低3年サブスクリプションを購入保守が必要な場合、
サブスクリプションを買いなおし

サブスクリプション
期間限定ライセンス

永久ライセンス
＋保守の停止ライセンス

原則3年以上で投資を計画
※承認得られれば、1年等も可

原則3年以上の更新となるため、
場合によっては投資の再計画が必要

※承認得られれば、1年等も可

原則3～５年単位で投資を計画
※承認得られれば、1年等も可能
※Commercialは1年から購入可

保守1年、3年、5年など期間

ソケット単位よりも高額ソケット単位よりも高額core単位CPUソケット単位課金体系

お客様セグメントによっては承認を
得られないとより上位のEditionしか

購入できない
※最も利用されている最下位Editionは購入
困難となり、最下位Editionが底上げされた

お客様セグメントによっては承認を
得られないとより上位のEditionしか

購入できない
※最も利用されている最下位Editionは購入困

難となり、最下位Editionが底上げされた

お客様ごとに購入できる
Editionが異なる

必要充分なEditionを
選択して購入Edition



Broadcomお客様セグメントと購入可能なvSphere Editionについて
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Commercialのお客様において最安のエディションであるStandardの購入困難による影響 事実上 値上げ 7.2倍

Strategic

Corporate

Commercial
(大多数のお客様)

上位Editionは購入可能

・vSphere Standard 220万～

・vSphere Foundation(VVF) 662万～

・Enterprise Plus(VEP) 529万～
Broadcomの承認が必要

購入困難

購入計画：
2025年4月まで

購入計画：
2025年5月以降

お客様セグメント
Broadcom社によって定義

買収前価格との比較
平均値 およそ7.2倍
(※ 旧Standard vs VVF)



IA仮想化オンプレミス インフラ調達コストは約1.5倍程度へ
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市場の変化

vSphere Foundation(VVF)

１．Broadcom社 VMware買収による影響
・主にライセンスプログラム変更により7.2倍

実質販売停止

推奨

Standard旧Standard

ライセンス＋保守 サブスクリプション(ライセンス買い直し)

2．物価上昇の傾向
・運輸コスト・人件費・部品単価高騰による価格上昇
・HW製品は前回リプレース(５年前)と比較し1.3倍

単位：万円

1.4倍

1.3倍 1.3倍

1.3倍

オンプレミス調達コストの構造変化

HWコスト
96%

VM
4%

HWコスト
80%

VM
20%

前回

今後

HWコスト 1.3倍
買収後たった1年で
VMコスト7.2倍

全体コスト 1.5倍

全体コスト

7.2倍



オンプレミスとクラウドコスト比較の考え方
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現行サイジング
従量見積もり

月額
50万円

5年換算
3,000万円

サイジング最適化
従量見積もり

月額
40万円

5年換算
2,400万円

契約最適化
（RI/SP）

月額
30万円

５年換算
1,800万円

IT部門

サイジング最適

契約最適

AWSコスト適性の流れ

クラウド高いな。。

IT部門

結構下がるな

オンプレミス
データセンター利用

DC
費用

IT部門

クラウドの方
が安い

IT部門

試算
比較
不可

オンプレミス
自社設置

？

HWSW
費用

HWSW
費用



オンプレVMware自社設置 VS AWS コスト比較
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39,417,660

65,696,100

131,392,200

33,612,593

58,357,013

91,593,900
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30台パターン 50台パターン 100台パターン

AWS EC2 vs オンプレVMware

AWS EC2構成 5年費用 VMware構成 5年費用

AWS EC2構成 VMware構成（VVF）

X 30

X 50

X 100

EC2: m6i.large（2vCPU／8GB）
EBS: gp3 200GB
AWS Backup: 日次7世代

EC2: m6i.large（2vCPU／8GB）
EBS: gp3 200GB
AWS Backup: 日次7世代

EC2: m6i.large（2vCPU／8GB）
EBS: gp3 200GB
AWS Backup: 日次7世代

ESXiサーバ: 2台（+WindowsOS）
ディスク: エントリストレージ
バックアップ：日次7世代

ESXiサーバ: 3台（+WindowsOS）
ディスク: ミッドレンジストレージ
バックアップ：日次7世代

ESXiサーバ: 5台（+WindowsOS）
ディスク: ハイエンドストレージ
バックアップ：日次7世代

約580万差

約740万差

約4,000万差



所有し続けるからこそ発生する見えづらいコスト
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作業費用
総額

（①＋②）

2034203320322031203020292028202720262025

10年目9年目8年目7年目6年目5年目4年目3年目2年目1年目単位：百万円

28
----20-----リプレイス作業

オンプレ
1111-1111-VMバージョンアップ

①HWリプレースサイクル

①

②②② ② ②②② ②

100台規模
オンプレ作業費 参考例

高度化した最近の攻撃

仮想基盤

ホスト ホスト ホスト
ストレージ

Windows Windows Windows WindowsWindows

物理
サーバ

Windows

攻撃者

バックアッ
プデータ

仮想基盤ホストに侵入し
すべてを一気に暗号化

これまでの攻撃

仮想基盤

ホスト
ストレージ

Windows Windows Windows WindowsWindows

物理
サーバ

Windows

攻撃者個々のパソコン・サーバ
（OS）を暗号化 バックアップデータ削除

ホスト ホスト

②セキュリティ維持管理 ②セキュリティ維持管理



これを機にいよいよAWSへの移行を考える時に
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現行サイジング
従量見積もり

月額
50万円

5年換算
3,000万円

サイジング最適化
従量見積もり

月額
40万円

5年換算
2,400万円

契約最適化
（RI/SP）

月額
30万円

５年換算
1,800万円

IT部門

サイジング最適

契約最適

AWSコスト削減の流れ

クラウド高いな。。

IT部門

DC
費用

オンプレミス
データセンター利用

IT部門 IT部門

試算
比較
不可

オンプレミス
自社設置

結構下がるな クラウドの方
が安い ？

HWSW
費用

HWSW
費用

ちょっと高い

災害対策

IT人材



コスト以外のクラウド移行における重要ポイント
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コスト

Fit＆Gap定着化

・ネットワーク変更への影響
・ソフトウェアライセンス制約
・非機能要件の再整理（基幹等）
・移行方式の決定

・クラウドコストの見通し評価
・サイジング適正化によるコスト試算
・移行対象精査（リタイヤ等）
・環境別調達方式検討（本番・開発等）

・継続的なコスト適性化の検討
（為替対策・FinOps等）
・利用ガイドラインの整備



クラウド相談会のご紹介（無償）

ハッシュタグ：#jawsdays2025 #jawsug #jawsdays2025_e

毎週 水曜日 オンライン開催

申し込みサイト：
https://www.jbcc.co.jp/lp/iaasws/

＜お客様メリット＞

自社の状況をその場で相談し解消が可能
・どこから手を付けていけばいいのか
・どういう情報が必要なのか

事例ベースの成功例から自社の進むべき方向性の策定
・同じ課題や状況から最適な解決策を導き出す

自社にないスキルや知見を無償でご提供

＜クラウド相談会によるご支援＞
・クラウド移行 検討の進め方やサービス選定、注意点や運用上の考慮事項
をお伝えするとともにお客様の状況に合わせてその場で相談したり疑問を解消！

クラウド移行にむけて直面する課題
・クラウド移行したいが、コスト削減できるのか
・いろんなサービスがあって、どれがいいのかわからない
・クラウドに移行できるのかがわからない
・クラウドの構成をどう設計すればよいかわからない
・クラウドで予期せぬ課金が発生しないか不安
・クラウドの可用性が問題ないか不安、対策がわからない
・セキュリティをどこまで考慮すればよいかわからない
・オンプレミスとの運用がどう変わるのか知りたい
・今 使っているクラウドのコストを見直したい

-無償で相談可能。経験豊富な担当者がお客様のクラウド活用を強力に後押し-
コスト評価の実施 Fit&Gap評価方法




